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「オープンソースとコミュニティと安全保障的視点」 
 

岡田 忠（茨城大学大学院） 

 

はじめに 

最近の言葉として,オープンソース（Open Source）と色々な場面でお聞きになることかと思います。

ニュースであったり、スマートフォンであったりなど。そこでみなさんは、オープンソースと聞くと

「公開情報」のこととして言葉の意味をとらえるかと思います。しかし、使われているのはITで使わ

れている言葉のオープンソースの方だったりしています。では、ITで使われているオープンソースと

は、なんでしょうか？言葉通りに取るとプログラムのソースコードが、公開されていて、誰もが読め

る、改変できる、プログラムコードのことなのかな？と思ったりします。 

 

オープンソースソフトウェア 

通常、プログラムは人間の言葉で分かるソースコードを書きます。その人間が理解できる言葉が、C言

語やJavaなどの言語になります。（日本語、英語、ドイツ語などと同じ感じです。）それをコン

ピュータに理解できるように機械が解釈できる言葉（バイナリ）に書き換えます。コンパイル（バイ

ナリ化）という作業になりますが、コンパイルすると人間が分かるプログラムを機械に理解できる言

葉に変換しますから、人間に理解できる言葉ではなくなります。例えると、人にとってはブラック

ボックスになってしまう訳です。コンパイルしてあるソフトウェアの元々のソースコードは、どんな

ことが書かれているのかが分かりません。これを一定の定められたルールで人間がソースコードで読

めるようにしてあること、利用できること、そして、そのプログラムが公開されているプログラム

が、オープンソースです。 

実際には、オープンソースは、OSS（Open Source Softwere）と言って、OSI（Opne Source Initia-

tive)（という団体が、10項目の要件を提示したThe Open Suorce Definition(OSD)（http://Open 

Source.org/osd）という定義を定めています。 

10項目は、下記になります。 

（出典：八田真行訳 ”オープンソースの定義”,http://www.Open Source.jp/osd/osd-

japanese.html） 

(1) 再頒布の自由 

(2) ソースコード 

(3) 派生ソフトウェア 

(4) 作者のソースコードの完全性(integrity) 

(5) 個人やグループに対する差別の禁止 

(6) 利用する分野(fields of endeavor)に対する差別の禁止 

(7) ライセンスの分配(distribution) 

(8) 特定製品でのみ有効なライセンスの禁止 

(9) 他のソフトウェアを制限するライセンスの禁止 

(10)ライセンスは技術中立的でなければならない 

 

これらを踏まえて公開されているOSSが、オープンソースと言われるものです。 

 

オープンソース 

ですが、オープンソースとはプログラムではなく筆者は文化だと考えています。それは、OSDに定義さ

れている10項目を取り入れたプログラムではなく、このOSSのプログラムで動作しているソフトウェア

や、サービスに人が集まり、共通の認識で共に作り上げ、発展するようになってきたからです。その

ためにオープンソースは文化としても、扱われるようになりました。 
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どういうことかと言いますと、OSSはプログラムを公開した後に、面白そうだなとか、公開されたソ

フトウェアの機能を求めていた人が集まり、もっと良くしたいという気持ちから、誰もが協力して

作り上げることを指すようになりました。ソースコードを書くだけではなく、ある者は翻訳した

り、ある者はマニュアルを作り、ある者は利用者の利用環境の整備をしたり、またある者は、テス

トを行い不具合の管理をしたり、宣伝したり、プログラムの改変や修復したり、ユーザも利用して

いる中で、おかしな動作があれば管理しているコミュニティ（ユーザや開発者などの集まり）に報

告したりと、ありとあらゆる人々が、自分のできることを持ち寄り、協力し、作り上げる物になっ

てきています。そして、その技術だけでなく取り組みなども含めた情報を共有することは、学術と

同様に社会に対して、知的な資産として多くの人が利用できるように考えて残そうと取り組んだり

しています。 

小さな協力が、集まれば大きな力となるのです。この人々の集まりをコミュニティと言います。 

沢山の人が、自然発生して、独自に利用して、あちらこちらで増えていき、一つの目的のために協

力し合うのです。 

 

オープンソースの変化 

オープンソースという言葉は、ITとは違う場面でも、使用されるようになってきました。それは、

米国のウォール街でのデモの時に用いられたオープンソース革命、アラビア半島のアルカイダ（Al-

Qaeda in the Arabian Peninsula; AQAP）が配布しているオンライン雑誌に書かれている言葉とし

て、オープンソース・ジハードなどです。 

これは、とても怖いことなんです。今までは実行する組織、人物を特定して防ぐことを考えるので

すが、色々な情報をオンラインのサービスを使用して瞬時に伝達ができれば多くの人が、意思と情

報の共有を行い、自ら独自に勝手に実行することができるのです。しかも、誰が行うのか？どんな

ひとがテロ活動に参加するのかさえも分からないのです。ある社会的な問題や事件等がきっかけと

なり、世界中でキノコ、タケノコが生えてくるように、今までのテロ組織とは関係のなかった人物

が、ボストンマラソンのときのようにテロ活動に参加して実行に移してくる訳です。 

そうなると、OpenSourceは、どうもプログラムのソースコードとは、意味合いが違います。初めて

聞く人にとっては、オープンソースとは一体、何なのか？と今まで疑問に持たれた方も少なくない

かと思います。公開情報でもないし、ITで活用されている言葉のようだけども、何なのか？と思わ

れた方もいらっしゃるかと思います。説明がないと分からない言葉かと思います。 

この参加するという感覚が分からないと、公開情報を基にテロを実行するという意味合いだけと受

け取ってしまい、人々が参加するという本当の意味での文化を見落としてしまいます。 

ITにおけるオープンソースの本来の定義は分かっても、その分野に携わっていたりしていないと理

解できない言葉であるかもしれません。オープンソースが文化となっている時点で、このように定

義とは違う意味合いでの使われ方をしている訳です。 

 

コミュニティ 

ここで少しおかしなことに気が付かれた方もいらっしゃるのではないでしょうか？人が集まって何

かを作ったり運営したりすることは分かった。しかし、一体、コミュニティってなんだ？と思った

方がいらっしゃるかと思います。では、コミュニティとは何なのか？勝手に自由気ままに参加して

いるのならば団体になる必要は無いと思います。 

先ほど、コミュニティをユーザや開発者の集まりと記述しました。コミュニティに所属している人

というのは何なのか？所属しないと利用できないのか？といった部分です。 
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ここが理解しづらいところでは無いかと思います。コミュニティとは、集団という意味でもあります

が、ソフトウェアを利用するユーザは利用しても、団体としての会社員のように契約書を結び、組織

に所属する構成員の一員になる訳でもないのです。コミュニティは、管理している人やユーザで運営

に関わりたいという人が運営している集まりを指していますが、それだけでなくソフトウェアを使用

しているユーザも独自に発表したりと参加できる気軽な物です。それをコミュニティに報告して他の

方との情報を共有することで、どんどん使い勝手や利用の仕方などを向上させると言う感じです。

ちょっとでも情報共有なり、活動なりに参加することで利便性を向上させることは、社会に対しての

貢献になるという意識もあります。ですが、コミュニティというとコミュニティに参加しているとい

う感覚はありますが、参加者が集団に所属している感覚ではないのです。共通のテーマの元にあつま

る人々というイメージで考えると良いかと思います。もちろん、コミュニティも烏合の衆になっては

困りますので、しっかりと管理するための人々がいます。管理するのは、中心になる人々ですが、参

加者で話し合って、コミュニティの方向性をハンドリングしていく形です。同じテーマの元に集まっ

て形成されているのがコミュニティと考えて下さい。 

 

SNSなどのツール 

そこでオープンソースの運営には欠かせないサービスが有ります。多くの人を管理するにも大変で

す。情報の共有をどうするか？何をどうすれば瞬時に情報を共有できて、また活用し、更新できるの

か？コミュニティを運営して行くのに一定のルールや、共有手段等を考える必要が有ります。そのた

めに色々なサービスも生まれてきました。活用してどうやって運営して行くかは、大切なことです。

誰もが利用することのできるようにするためにも、考えなくてはなりません。そこで利用される手段

の一つとして、SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）というサービスがあります。ソーシャル

は言葉でいうと社会になりますが、ソーシャルネットワークは、人と人のつながりを意味していま

す。人と人をつなげるサービスを利用して参加者との連絡のやり取りや、情報の共有を行うようにな

りました。また、SNSのサービスによって機能が違いますが、簡単にグループを構成し、そのグループ

で情報の共有ができます。このグループがコミュニティのやり取りする場所になったりする訳です。

TwitterやFacebookと言ったサービスを利用してデモが行われたりしていますが、ウクライナのデモの

際にはスマートフォンの普及からアプリを使用したコミニケーションが行われました。こうして、ど

のような連絡手段を使うかは、その時の利便性があり、利用されやすい、参加者が慣れているツール

等が利用されます。参加者が使い勝手が良いかどうかも情報共有の鍵になる訳です。 

 

ソーシャルメディアとコミュニティ 

SNSなどでWebを使って、見知らぬもの同士の人々が集まることもあります。こうしてコミュニティが

生まれて動き出す場合も有ります。この場合には、同じ意思や思想から目的が生まれ共感する、もし

くは目的に参加したいという意思でコミュニティが形成されたりしています。多くの人が、瞬時に情

報を共有し、参加者を増やして行く、こんな動きが今の時代には当たり前になっています。 

その共有には、情報だけでなく意思の伝達を含んだ共有が存在しています。ソーシャルメディア革命

というのも、ある意味で情報共有を行うためにオープンソースのコミュニティを運営するような使わ

れ方をしています。コミュニティという集団だけではなく、意思を形成し、大きな力となって一つの

方向に向けて進んで行く。そのためのツールとして、SNSのサービスを利用していますが、コミュニ

ティを運営するには文化的なニュアンスが理解できないと本当の意味を理解できないことになりま

す。ただの情報共有するだけのサービスと考えると、日々変化する状態を予測できなくなります。 
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国内の事例 

時代に代表する流行や廃りもありますが、言葉に文化的な背景を持ち、人々が利用するツールが生ま

れることは、それを利用した意思が生まれるのかなと思います。良い意味も、悪い意味も、同時に混

在します。使い方によっては、大勢の力を乗せて、気運を作ることもできます。良い意味での活用と

して、国内の事例の一つとして、東日本大震災の時に多くの人々を助けたオープンソース活動が有り

ます。sinsai.info（http://www.sinsai.info）は、Twitterなどのツイートと言われる投稿などWebに

ある情報を収集し、管理するサイトを立ち上げました。そして、このsinsai.infoは、Twitterの発言

から多くのボランティアが結集し、sinsai.infoというサイトを立ち上げ震災の発生から4時間後には

サービスが開始されました。被災状況、避難所、安否、問題、ボランティア情報、雇用の情報等の多

くの情報を登録して管理してきました。参加したボランティアはそれぞれが自分で動き、自分で問題

を潰し、それぞれが今できる力を発揮していきました。それは、人々の力で東日本大震災の時に被災

者の救助、支援のための情報を収集、情報の正確性を確認など行って管理したりと頭の下がる活動を

されてきました。その結果、多くの場所でsinsai.infoの情報から、関係機関と連携し、人々が協力し

て助けられてきました。sinsai.infoに情報が上がり、自衛隊が救助に向かった事例などの数限りない

救助ができたことは、オープンソースが大きな力となって人々を助ける力になった事例でもありま

す。このように人々の力が文化を共有し、意思を持つことはオープンソースの力でもあります。 

 

最後に 

安全保障を考えた場合には、言葉の意味と同時に、その文化を理解することが、今後必要になってく

ると考えています。オープンソースは、文化と意思であることがわかります。良い意味でも、悪い意

味でも、一握りの人ではなく、オープンソース的な人々の力が安全保障では一つのキーワードではな

いかと考えています。 

 

 

 


